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練
を
積
む
し
か
な
い
。
意
外
か
も
し
れ
な
い

が
、
自
分
で
英
語
を
音
読
す
る
こ
と
が
、
リ

ス
ニ
ン
グ
対
策
に
効
果
的
だ
。
自
分
で
音
読

す
る
こ
と
で
、
聞
き
取
れ
な
い
単
語
が
次
第

に
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

　

リ
ス
ニ
ン
グ
の
勉
強
は
追
い
込
み
が
き
か

な
い
。
直
前
期
に
な
っ
て
集
中
的
に
勉
強
を

始
め
て
も
、
効
果
は
上
が
ら
な
い
。
１
回
ご

と
の
学
習
時
間
は
短
く
て
よ
い
の
で
、
早
い

時
期
か
ら
日
々
コ
ツ
コ
ツ
と
根
気
よ
く
訓
練

し
よ
う
。

　

中
高
一
貫
の
ト
ッ
プ
校
の
場
合
、
中
１
か

ら
ラ
ジ
オ
講
座
で
リ
ス
ニ

ン
グ
の
練
習
を
し
て
い
る

学
校
も
あ
る
。
ラ
ジ
オ
講

座
で
登
場
す
る
例
文
は
日

常
会
話
が
中
心
で
、
受
験

英
語
と
は
か
け
離
れ
た
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
た
め
、「
ラ

ジ
オ
講
座
を
聞
い
て
も
意

味
が
な
い
」
と
思
う
人
は

多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
ラ

ジ
オ
講
座
は
受
験
に
と
っ

て
効
果
が
高
い
。
リ
ス
ニ
ン

グ
だ
け
で
な
く
筆
記
も
含

め
た
英
語
の
総
合
力
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
。

　

次
に
数
学
だ
。
こ
れ
は

「
と
に
か
く
苦
手
分
野
を
作

ら
な
い
」
こ
と
が
最
重
要

で
あ
る
。
数
学
は
あ
る
程

度
出
題
分
野
が
固
定
さ
れ

て
お
り
、
パ
タ
ー
ン
ど
お
り
の
問
題
し
か
出

な
い
。
セ
ン
タ
ー
試
験
に
難
問
は
出
な
い
の

で
、重
要
公
式
や
基
本
事
項
を
確
実
に
覚
え
、

計
算
力
を
付
け
て
、
と
に
か
く
速
く
解
け
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

数
学
特
有
の
勉
強
方
法
と
し
て
、「
で
き

な
か
っ
た
問
題
は
後
日
（
あ
る
程
度
の
時
間

を
あ
け
て
か
ら
）
も
う
一
度
解
き
直
す
」
の

が
効
果
的
だ
。
他
の
科
目
な
ら
知
識
を
覚

え
る
だ
け
で
ほ
ぼ
乗
り
切
れ
る
が
、
数
学
は

頭
を
使
っ
て
問
題
を
解
く
必
要
が
あ
る
。
で

き
な
か
っ
た
問
題
を
そ
の
場
で
解
き
な
お
す

の
で
は
、「
い
ま
見
た
正
解
を
記
憶
に
頼
っ

て
な
ぞ
る
だ
け
」
に
な
る
。
そ
れ
で
は
意
味

が
な
い
。
あ
る
程
度
の
時
間
を
置
い
て
、
改

め
て
考
え
直
す
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
だ
。

　

理
科
は
、
現
役
生
が
点
を
取
り
に
く
い

分
野
だ
と
い
え
る
。
学
校
の
授
業
の
進
捗
に

よ
っ
て
は
、
勉
強
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ

ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
程
度
は
自
力
で

勉
強
を
進
め
た
ほ
う
が
よ
い
が
、
そ
の
際
に

は
難
し
い
参
考
書
を
買
う
必
要
は
な
く
、
教

科
書
の
内
容
だ
け
で
十
分
だ
。
た
だ
し
、
教

科
書
の
脚
注
や
欄
外
に
小
さ
く
書
い
て
あ
る

よ
う
な
こ
と
を
隅
々
ま
で
読
ん
で
、
幅
広
く

勉
強
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

国
語
と
社
会
を 

軽
視
す
る
な

　

医
学
部
の
二
次
試
験
で
国
語
と
社
会
の

出
題
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
セ

ン
タ
ー
試
験
の
た
め
だ
け
に
国
語
と
社
会
を

わ
ざ
わ
ざ
勉
強
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
の
だ
が
、
こ
の
2
科
目
を
決
し
て

軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
国
語
と
社
会
は
勉

強
す
れ
ば
し
た
だ
け
、
き
ち
ん
と
得
点
に
反

映
さ
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
勉
強
し
な
い

の
は
も
っ
た
い
な
い
。

　

国
語
は
、
現
代
文
、
古
文
、
漢
文
の
三
つ

に
分
け
ら
れ
る
。
現
代
文
で
は
、「
五
つ
の

選
択
肢
の
う
ち
、
二
つ
ま
で
は
簡
単
に
絞
り

込
め
る
が
、
最
後
の
二
つ
で
迷
う
」
と
い
う

ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
い
。
し
か
し
、
そ
こ
で

考
え
込
ん
で
し
ま
っ
て
は
、
試
験
時
間
が
足

り
な
く
な
る
。
選
択
肢
を
二
つ
ま
で
絞
り
込

ん
で
迷
っ
た
場
合
は
、「
と
り
あ
え
ず
後
回

し
に
し
て
、
改
め
て
考
え
直
す
」
と
い
う
方

法
が
有
効
で
あ
る
。
時
間
を
置
い
て
見
直
し

て
正
解
に
気
づ
く
こ
と
が
、
よ
く
あ
る
か
ら

だ
。

　

古
文
と
漢
文
は
、
勉
強
し
て
い
な
い
と
点

が
取
れ
な
い
科
目
だ
が
、
逆
に
言
え
ば
、
勉

強
す
れ
ば
確
実
に
得
点
源
と
な
る
。
古
文

と
漢
文
は
、
特
に
易
し
い
問
題
ば
か
り
出
題

さ
れ
る
の
で
、
食
わ
ず
嫌
い
は
も
っ
た
い
な

い
。
基
本
だ
け
を
き
ち
ん
と
お
さ
え
た
勉
強

を
し
て
、
ぜ
ひ
得
点
源
と
し
て
ほ
し
い
。

　

社
会
は
、
多
く
の
医
学
部
受
験
生
が
手

薄
に
し
が
ち
だ
。
二
次
試
験
に
存
在
せ
ず
、

セ
ン
タ
ー
試
験
の
配
点
も
低
い
の
で
、
つ
い

後
回
し
に
し
た
い
気
持
ち
は
分
か
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
意
識
し
て
勉
強
す
べ
き
で
あ
る
。

　

日
本
史
と
世
界
史
に
つ
い
て
は
、文
化
史
、

戦
後
史
、
現
代
史
が
特
に
手
薄
に
な
り
が

ち
で
、
多
く
の
受
験
生
が
失
点
し
や
す
い
よ

う
だ
。
早
め
に
攻
略
し
て
お
き
た
い
。

　

地
理
は
、
地
図
を
中
心
に
、
自
然
、
産
業
、

人
口
、都
市
に
つ
い
て
重
点
的
に
学
習
す
る
。

セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
、
日
本
関
係
の
問
題
が

多
く
出
題
さ
れ
る
の
で
、
日
本
各
地
の
特
色

と
統
計
に
力
を
入
れ
て
お
き
た
い
。

　

倫
理
は
、
思
想
家
の
用
語
を
と
に
か
く
覚

え
る
。
政
治
経
済
は
、
憲
法
の
条
文
と
経
済

法
則
の
内
容
に
つ
い
て
覚
え
る
こ
と
に
つ
き

る
だ
ろ
う
。

　これから医学部を目指そうとしている
受験生は、英語を小手先の受験テク
ニックで勉強するのではなく、一つの言
語として向き合って勉強してほしい。英
語を一つの言語として学ぶとは、英語
で書かれている論文や小説の内容を、
きちんと理解することである。そのため
には、英語の文法や単語を身に付ける
のは当然のことだが、文章全体の展開
や味わい、さらには叡智をつかみ取る
力を付けることである。

英語で知見を得るのは世界の常識

　受験生に対してあえてこう指摘するの
は、英語の勉強は受験のためだけにす
るものではないからだ。医学部に入れ
ば、英語で書かれた論文を当たり前に
読むことになる。日本人だけでなく、世
界中の研究者が英語で論文を書いて
いる。
　「優れた論文は英語で書かれている」

「最新の知見は母国語への翻訳など待
たずに英語で読む」というのは、学術の
世界では常識であるし、ビジネスの世
界でもそうなりつつある。そうして優れ
た知見を得て、世界中の人たちとコミュ
ニケーションを取っていくのにもやはり、
ごまかしのない「使える」英語力が必要
になってくる。
　ここで言う「ごまかし」とは、例えば
受験英語のテクニックの一つと言われ
ている、「パラグラフ・リーディング」であ
る。これは、一つひとつの段落の重要
と思われる文だけを読み、要旨をつか
んでいく手法だ。確かに、長文問題でも、

要旨を理解するだけで設問に解答でき
ることがある。しかし、そうした問題に
解答できたとしても、本当の英語を理
解したことにはならない。
  意味が分かる単語だけを拾い読みす
るだけで、問題に解答できることもある。
英語に慣れ始めた中学生、高校生がよ
く「フィーリング」と言っている方法で、こ
れもごまかしにほかならない。そうでは
なく、文法、語彙の力を着実に伸ばし
ていき、論理や物語の展開を正確に把
握し、著者の主張をきちんとつかむこと
が重要だ。

英語を日本語に置き換えるポイント

　英語で書かれた文章の全体の展開
や主張を理解するためには、論文や小
説などの本を1冊、最初から最後まで
読み通すのが良い訓練になる。
　その際、書かれている英語を、和訳
せずに「英語で理解」できるようになる
のがベストだ。しかし最初からこれをや
り通すのは難しいので、徐々に進めて
いくのがよい。ただし、訳文を正しい日
本語にする必要はない。
　例えば、「I have a pen」とあれば、「私
は　持っている　ペンを」といった具合
にする。つまり英語で書かれている語
順の通りに訳していく。
　「I have a pen in my hand」とあれ
ば、「in my hand」を一つの句として理
解することが大切。そのため、「私は　
持っている　ペンを　私の手の中に」と
置き換えることになる。そうすることで、
主語、動詞、補語、目的語から成る文

型が理解できるようになる。
　ここでは訳文を文字にしたが、何も
書かないのが理想だ。文字にせずに、
頭の中で考えたほうがよい。そうするこ
とが、英語を英語で理解する第一歩と
なる。実際の入試では、長文の訳文を
いちいち書いていては、とても時間が足
りないということもある。

知らない単語は前後から意味を推測

　長文を読むときに、知らない単語は
必ず出てくる。大事なのは、知らない単
語がなくなるように単語の暗記に多くの
時間を割くのではなく、意味を推測する
訓練を積んでおくことだ。受験用の単
語帳には絶対に載っていないような専
門用語にはたいてい、注釈が付く。文
章全体の展開を理解できていれば、知
らない単語が出てきても、文脈や論理
などから推測できるようになる。
  知っているはずの単語でも、時に辞書
に載っていない意味で使われることが
ある。文章の論理展開を理解できてい
ないと、覚えた意味に拘泥し、結果的
に間違って解釈してしまう。辞書を使っ
て学習する際には、引く前にまず意味
の推測をするようにしたい。これは、意
味を複数持つ単語の意味を選び取ると
きにも役立つ。
　国語でも同じだと考えると分かりやす
いだろう。日本語の読解力がある日本
人であれば、知らない日本語が出てきて
も、前後の文脈でその単語がどのよう
な意味を持っているのかを理解できる。
英語でも同様である。

学部受験のための英語対策
英語は優れた知識を得るための道具
本の通読で「ごまかし」のない力を養え ■平岡塾  藤井 学 講師

医
特集  2013（平成25年度）医学部入試対策

教科 ･科目名 満点 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年
国　語 国 語 200 121.6 115.5 107.6 111.3 118.0 

地　理
歴　史

世 界 史 Ｂ 100 59.0 62.7 59.6 61.5 60.9 

日 本 史 Ｂ 100 64.3 57.9 61.5 64.1 67.9 

地 　 理 Ｂ 100 66.4 64.5 65.1 66.4 62.2 

公　民 現 代 社 会 100 60.6 60.2 58.8 61.8 52.1 

倫 理 100 67.6 71.5 68.7 69.4 69.0 

政 治・ 経 済 100 63.7 69.3 59.2 59.0 58.0 

倫 理、 政 経 100 67.1 

数　学 数 学 Ⅰ ･ Ａ 100 66.3 64.0 49.0 66.0 70.0 

数 学 Ⅱ・ Ｂ 100 51.0 50.9 57.1 52.5 51.2 

理　科 物 理 Ⅰ 100 64.6 63.6 54.0 64.1 68.0 

化 学 Ⅰ 100 64.2 69.5 53.8 56.6 65.1 

生 物 Ⅰ 100 57.6 55.9 69.7 63.4 64.0 

地 学 Ⅰ 100 59.7 51.9 66.8 64.3 69.5 

外国語 英 語 筆 記 200 125.3 115.0 118.1 122.8 124.2 

リ ス ニ ン グ 50 29.5 24.0 29.4 25.2 24.6 

矢印は太い矢印が前年比10％以上の、細い矢印が10％未満5％以上のアップダウンを示す。

■　センター試験の平均点の推移
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